一 の 巻 

むく はら 

椋原孔 明と よぶ 尊厳な 弁護士が あった。 と ある 屋根 

ョ— 口 ッパ 

裏に 棲んで ゐ たとい ふので あるが、 東京に は 欧羅巴の 

安宿な みの 屋根裏なん ぞ 見当らない といきり たつ 性質 

のよ ろしくない 読者の ために は、 BON! それで は 

地下室に 棲んで ゐ たと 言 ひか へ て みても 一 向 私の 差 支 

え はない のであって、 要するに 尊厳なる 弁護士事務所 

とい ふ もの は 普通 地下室 や 屋根裏 の 中に ある 害がない 

—— と ころが 尊厳なる 弁護士. 椋原孔 明 氏 は 屋根裏 ( ど 



つ こい 地下室) に 棲んで ゐ たとい ふわけ であり、 つま 

リ話 はた だ それだけの ことにす ぎない。 

さて、 尊厳な 弁護士. 椋原孔 明 氏 は、 ひとつの 穏ゃ 

かならぬ ( —— と 私 は 思 ふが、 勿論 穏やかな ことで あ 

つても 一 向 私に さしさわり はない ので あるが —— ) 事 

情に よって、 大枚 三千 円と いふ 聞いた だけで も 身顫ひ 

のでる 金策に 苦しみ はじめた。 参 阡 円！ 

だう いふ 筋の 穏やか ならぬ 事情で あつたか、 それ を 

聞きたい とい ふ 読者の 考 へが 間違って ゐる。 たと へば 

諸兄 姉 自らが 金策に 出向いた として、 金の 必要なる 所 

以を 滔滔と 論ずる と， 」 ろの 自分の 英姿 を 想像し てみ た 



まへ、 概して 借金の 理由と いふ もの も 借金の 言訳と 同 

じ やうに ほんとの こと は 言へ ない もの だ。 要するに 掛 

値の ない ほんとの 話 は、 金が 今にも 必要 だ！ ただ そ 

れ だけの 話であって、 そのほか のこと は 各々 に 勝手な 

さう して 逞しい 空想力と いふ ものが ある。 さう いふ わ 

けで 尊厳な 弁護士 • 椋原孔 明 氏 は、 三千 円の 金策に 身 

体の ほそる 悲しい 思 ひ をし はじめた。 —— かう いふ 話 

は 聞いた だけで も 身の 毛の よだつ ものである。 

すべての 努力 は 水泡に 帰した！ こんな 悲しい 話 は 

ない。 けれども 生憎 この 物語の 読者 諸君 は (時々 これ 

は 信じられない 真相で あるが —— ) 万人が 万人 金策の 



苦労 ( —— うまくいって もお 次に は 首の 廻らぬ 苦労と 

いふ のが や つ てく る！) に 叩き あげた 鋼鉄の 勇士とば 

かり は 限らない 形跡が ある。 さう いふ 少数の 読者の た 

めに 私 は敢て 一 片の 老婆心から 余計な 説明 を 加へ てお 

くが、 金策に 必要な この 異常な 勇気！ (これに 要す 

る 精神力の 総量 は往々 にして 彼 自らの 所有す るェ ネル 

ギィの 総量 を 突破した かの 疑 ひすら 起させが ちな もの 

である) ああ！ この 異様な 一大 勇猛心と いふ もの は、 

その 宿命的な 命数と して 概ね 水泡に 帰し やすい 不運な 

薄命 を もつ ものである。 それ にも拘らず、 これほどの 

ひよ どり ご 

一大 勇猛心と いふ もの は、 鵪 越えの 荒武者で さへ 必 



要ではなかった！ ジ ェ ノバの 人 コロン ブスで も 必要 

ではなかった！ 然り 然して 裸一貫 江戸への ぼった 岩 

崎 弥太郎 で すら これほどの 一 大 勇猛心 は 持た なかつ 

た！ 見 給へ 諸君、 これによ つて これ を 見れば、 この 

異様なる 一大 勇猛心の 赴く ところ、 おごる 平家 を 打ち 

ほろぼし、 易々 として アメリカ 大陸 を 発見し、 然リ然 

あ あ 

り！ の みならず 嗚呼 巨万の 富 を 蓄積す る - 」 とすら 赤 

子の 手 を ひねる が やうに 容易で ある にも拘らず、 

于嗟！ 金策の 目的 を とげる こと は 却々 できない！ 

実にで きない！ 頑としてで きない！ 断々 乎と して 

出来ない ので ある。 



金策。 これ はもう あらゆる 悪魔が たくらんだ 鼠落し 

へ 跳び こむ やうな ものである。 軽率に 人間業と 思 ひ マ J 

むの が 間違 ひのもと であると 信じなければ ならない こ 

とだ。 

尊厳な 弁護士 • 椋原孔 明 氏 も、 言 ふまで もな く 人間 

業 を 超 躍した あらゆる 努力 • 忍耐 • 克己 を 惜しげ もな 

く ふりまいた。 然しす ベて は 綺麗 あっさり 水泡に 変つ 

てし まった。 そこで 話 はこのと ころから 始まる の だが 

話の 本筋に とりかかる 前に、 例の 甚だ 少数な (時々 こ 

れは疑 ひたくなる 真相で あるが —— ) 読者の ために、 

いささか 蛇足の 挿話 を 加へ て、 尊厳な 弁護士 • 椋原孔 



明 氏の 人間業と も 思 はれない 努力 • 忍耐 • 克己の 状 を 

あらまし 述べ てお く 必要が ある。 かう いふ こと は 読ま 

ない さきから もう 心臓が ふるへ てく る、 目 を そむけた 

い、 できる ことなら 本 を ピリ/ \裂 きたい やうな もの 

である。 身 を 切られる 苦し さと はこの こと だ！ やり 

きれない！ とはいへ、 こんな こと を 事 こまやかに 書 

かねば ならぬ 私の 方 は、 これ はもう 何の 困果 かわかり 

やしない！ 

第一 回目の 金策 訪問に 於け る 椋原孔 明 氏の 毅然た る 

心事なら びに 凛然 犯す ベ からざる 態度 その他。 —— 

金策に 出向く 誰の 場合 も 同じ やうな もので あらう が、 



第一 回目の 狙 ひ をつ ける この 緊張した 訪問 先と いへば、 

いふまで もな く 一 番金を 貸し さうな、 そのうへ 言 ひに 

く い こと を 切り だすに も 相当 気軽で 気のお けな い 

(従而 先様の 方 も 断 はるに つけて 気が おけない！) ま 

づザッ と 地上に 一 人 か 二人し かない 斯うい ふ 頼もしい 

人物 を 選ぶ もの だ。 いはば 金策と よ ぶ 至 難な 事業の 軽 

い 瀬ぶ みの やうな もので、 拒絶 をく つても 気が おけな 

いから 何ん となく 楽天的な 余裕 も あり、 壮烈な ほんと 

いくさ 

の 軍 はこの あとだ つま リ、 洋々 たる 前途 を 望 

む 雄大な 気概 なぞと いふ ものが あって、 そこで 第一の 

人物 を 訪ねる ときの 道々 の 気持 なぞと いふ もの もつ ひ 



鼻 唄が とびだす ほどの 言 ひやう もな く 爽快な もので、 

戦前す でに 敵 を 呑む 痛快 無類な 気組みな ども 充分 持ち 

合 はして ゐる ものである。 ところが、 扨て、 愈々 第一 

の 人物に 会見し、 南無 三宝！ ここで アツ サリと 思 ひ 

も よらぬ 拒絶 を 喰 ふと ( —— いやまった くだ！ いく 

ら 覚悟 をき めた 上で も 拒絶 をく ふと は 思 ひも よらな 

い！) それから それへ と 思 ひも よらない 心境の 変化が 

続出して くる。 第一 に 途方に くれてし まふので ある。 

ァァ もうこれ で 万事 休した と 思 ひつく。 さて 改めて、 

第一 の 人物 ほどの 人物が 地上に 二人と ある もの かとい 

ふ、 凡そ 論外な ぺッシ ミズ ムの虜 になる。 洋々 たる 前 



ある。 

玄関 口へ スック とば かリ 立った 時には、 まづ 案内 を 

乞 ふ 前に 「三千 円！」 と 大きな 声が 腹の 奥から 突きぬ 

けて 脳天へ どしんと いふ ほど 木魂した。 「俺 や 腹の 底 

の 方に 途方 もな く 強情な、 負けん気の、 勇ましい 奴が 

ゐゃ がるな」 と 尊厳な 弁護士 は 頼もし さう に 眩いた ほ 

どだった。 まるでもう 三千 円が 鎧 兜に 身 を かためて 

腹の 奥に ふん ぞ りかへ つて ゐる やうな もの だ。 そこで 

椋原孔 明 氏 は 極めて 冷静に 呼 鈴 を 押した。 

第一の 人物 は ニコ/ \ しながら 現れた。 この 男 はい 

つも 機嫌が いいので ある。 こうい ふ 機嫌の いい 男 は 当 



激に 狂った やうに 酔 ひながら まくし はじめた ので ある。 

まるでもう 思 ひも よらぬ 出来栄えであった。 五分 あま 

りの 時間と いふ もの 溢れる 水と 同じ やうに、 むやみに 

言葉が • 感激が • 落 付きが、 (いや 全く！ 落 付き ま 

で！) 流れ だしてく るので ある。 非常な 亢奮に 拘ら ず、 

非常に 冷静な 計算が、 彼の 態度 を 時に 応じてと とのへ 

させる のであった。 彼 は 真剣な 顔 をした。 時々 シン ミ 

リと落 付いた 苦笑 を (さう だ！ 決して 微笑で はな 

い！) 浮かべた。 時々 情熱 を 漲らした。 時々 ちょっと 

気取って みた。 時には 巧みに へりくだった。 これ はも 

う 作為と 自然が 合致した 至妙の 芸術と 言 ふべき もので、 



俺 は 自殺 をす ると ころ だぜ。 この 瘠せた 頰っぺ た を 見 

て やってくれ！ くぼんだ 眼 玉 を 見て やってくれ！ 

ああ！ 二週間と いふ もの は 夜 もろく/ \ 眠れ やしな 

い！ 毎日々々 考へ るの は 自殺ば かりだ！ 毒薬に し 

やう か、 首 をく くらう か、 鉄道線路の 露と 消える か… 

〜」 

「いやはや、 そんな こと は 君 —— 」 と、 椋原孔 明 氏 は 

相手の 言葉 を 一 気に 打消したい もどかし さから、 猛烈 

に 両手 を ふ つ て 身悶えした。 

「そんな こと は 君、 とにかく それでい いこと だよ！ 

とにかく 俺 は 三千 円 —— 」 



てきて、 胸が 全く 暗闇に なった 時で もあった。 さう い 

ふわけ で、 最後の 眩き を 洩らした 瞬間、 彼 はも はや 全 

くどうす る こと もで き なくなつ たので あらう が、 なん 

ためら かた 

の 躊躇 ふところ もな く 傍へ のべ ンチ へた だへ タ /\ と 

崩れ落ちた のであった。 —— これから 先の 心境の 変化 

は 先刻す でに 書いて おいた 通リ である。 

椋原孔 明 氏の 第二 回目の 金策 訪問。 

はじめに 一言 断って おかねば ならない こと は、 尊厳 

な 弁護士 • 椋原孔 明 氏が 再び 蠟燭の 如き 勇気 を 燃焼せ 

しめて 第二 回目の 出陣に とりかかる ために は、 ちょう 

どまる 九日 間と いふ 完全に 何事 もしない 日数が 必要 だ 



なん ぞと 余計な ところで 下らん 頭 を さげた ので ある。 

くさった のが 孔明 氏で、 用 もない のに 便所へ 遁れて 荒 

緦の やうな 溜息 を もらした。 

「然 らば —— 」 とい ふわけ で、 第二の 人物 は 忽ち スッ 

と 立ち あがる、 自動車に のる、 東京 駅へ 行って しまつ 

た。 

孔明氏 は 絶望した。 猫 イラ ズ にしゃう か、 瓦斯 管 を 

頰 ばらう か、 いっそ 身投げに して くれやう か。 さう い 

ふ 下品な 考へ ごとが 浮んだ おかげで、 今度 は 逆に 奇蹟 

の やうな 勇猛心が 溢れ あがり ( —— とい ふ ほどで もな 

いが) まづ、 溢れる やうに 零れて きたと 言って おかう 



か。 そこで 突然 一大 決意 を かためる と 猛然 円 タクに 身 

を 躍らして、 蒼然た る あの 黄昏の 狂 燥で 東京 駅へ 駆け 

つけたの である。 

rRORORORO! な アン ぢゃ！ 見送りに 現れ 

をった か！」 と、 第二の 人物 は 暗然た る 面 持 をして 心 

底 深く 呆れ かへ つた 模様であった。 

「マ、 左様な わけで。 へ ッへッ へ」 

と、 孔明氏 は 言葉 を 濁して 頭 を かいたが、 愈々 汽車 

が 動きだす とそ こ は 丈夫の 一 念で 一 時に 血潮が ただ メ 

ラ くと 燃え あがり、 三千 人が (三千 円 だ) 一 度に 喚 

き はじめた やうな 慌ただし さで 汽車 諸共 に 動きな が ら 



囊中 自ら 銭 有りと いふ こと も あるが な。 心配いた すな _ 

大鈞は 私 力なく 万理 自ら 森 着す ぢゃ。 ィャ 誰し もが 黄 

白に は 悩みお るて。 ヮ アツ ハツ ハツ ハツ ハ。 安心いた 

せ！」 

と、 見る/^ あちらへ 行って しまった。 汽車の 尻尾 

が 消えて しま ふと、 孔明氏 はホッ として 振 返った。 汗 

が グッシ ヨリ 滲んで ゐ たが、 ャレ くこれ で ひとま づ 

一 難す ぎさつた とい ふ 戸惑 ひした 梟の やうな ガサ ッな 

平和が 流れて きた。 —— なるほど 金談 を切リ だすに 当 

つて、 これ 程 あと 腐れの ない 好機 会と いふ もの は、 こ 

れを 仕事に 狙って ゐて もめった にぶつ かる もので はな 



むか へ て ふと 気の ついた 時であった。 言 ひやう もな く 

あや 

絢の ある、 妖しい までにな まめかし ぃ考へ ごとが 宙ブ 

ラリンに 浮いて ゐて、 フォッ と 眼 玉へ とびこんで くる 

と 脳味噌の 中へ おさまった。 

「オヤ！」 先生 やに はに 吃驚して 跳び 起きた。 夢で は 

ないかと 思った ので ある。 そこで 目玉 を こすって みた _ 

「冗談 ぢ やない ぜ。 人 をから かふの も いい加減に、 そ 

んな 莫迦な …… 」 

と 彼 はう ろく 部屋の 中 を 歩き だ した —— が 夢 で は 

ない！ 

「こり ァ 驚いた な！ どうして 今迄 —— わし ァび つく 



りして しまったな！ こんな 手近かな、 年中 思 ひだす 

男の こと を、 どうして 又 今度に 限って フ ッッリ 忘れて 

ゐ たの だら うな！ や あ モウ 俺 は …… こ リア 人間業 ぢ 

や あない！」 

いや、 驚いた の は孔明 先生ば かりで はない。 私で さ 

へ も 気絶す る ほど 吃驚 仰天した ので ある。 

第一 の 人物 中の 第一 の 人物 ( —— さう だ 全く 第一 の 

人物 中の 第一 の 人物！) 地上に 二人と かけがえのない 

大人物 を 今迄す つかり 忘れき つて ゐ たので はない か！ 

第一 回目の 金策 は 当然 この 人物へ 行くべき もので 他の 

何人へ 廻る こと も 不可解で あり、 然して 見 給へ、 第二 



たためた りする もの だ。 

かけが へ のない 人物 は 北国の 山の 底に すんで ゐた。 

金？ そんな もの は 腐る ほど ある！ 三千 円 ィャ 

ハヤ どうも、 さりと は ケチな 話で ないか！ ワッハ ッ 

ハ！ かけがえのない 人物 は 全く もって 意気 好みの 万 

事が 派手で 綺麗な 男 だ。 天性 自ら 風流 を 解し 人情の 秘 

奥に 通じ 雑学の 大家と ある。 磊落に して 豪放、 訪客の 

さかずき 

絶えざる 時 は 数年と いへ ども 觴 を 持して 不眠と いふ 

から 凄い もの だ。 尊厳な 弁護士. 椋原孔 明 氏と は 莫逆 

の 友であった。 ああ、 また 何 を か 言 はんや。 

尊厳な 弁護士 • 椋原孔 明 氏 は 旅費の 苦 面が つかな か 



つた。 —— ほんとの 話 を 打ち 開ける と、 苦 面し やうと 

しなかった ので ある。 人間の 顔 を 見る の はもう 沢山 

だ！ かけがえのない 人物で も (かう いふ 愉快な 人物 

は考 へた だけで もう 幸福 だ —— ) わざ/ \ 顔 を 眺める 

の はもう ブル/ \ だとい ふ 奴で、 人 癲癇と いふ こと も 

あるが それと は 余程 種類の 違 ふ ものである。 陽気の 加 

減で 神経が おきる とい ふ 奴で はなく、 あの ブル/ \ を 

思 ひだす と 陽気の 方まで 変って くると いふ 奴 だ。 人癲 

癇に 覚え はなく とも、 こっちの 方 は 誰し も 胸に 覚えが 

ある。 それに 尊厳な 弁護士 は、 どうい ふ もの か 持って 

生れた 性質で、 喋る 方 は 苦手であ るが、 (稀代の 名文！) 



手紙 を 読んだなら、 身ぐ るみ 脱いで 早速 毛皮 を 送って 

やらう とい ふ 気になつ たに 違 ひない！ 

投函した！ その 瞬間から 世界中に 大戦 争が 勃発し 

たに 相違ない と 思 はれる 理由 は、 椋原孔 明 氏の 行く 

先々 では 何から 何まで 殺気立ち、 眼が 血走り、 諸肌ぬ 

いだ 緊張ぶ りから 分る のだった。 けつ まづ く。 背中へ 

本が 落ちて くる、 頭へ 時計 だ、 椅子が 脛へ 喰ら ひつく。 

額縁が ヒラリ /^と 壁から 壁へ とび ま はる、 あっちで 

コップが、 こっちで 瓶が われ はじめる、 ボャ がで る、 

うっかり すると 命が あぶない。 

二日す ぎ、 三日す ぎた。 四日 • 五日と なって くると、 



アル ヂ エリア ぢゃぁ 五六 百万 戦死者が ある、 一週間、 

世界中の 軍艦と いふ 軍艦が あらかた 海の もく づと 消え 

て 大西洋 ぢゃ 土左衛門で 海が 見えない、 二週間、 愈々 

地球 もお しま ひだ —— と、 手紙が きた！ まさしく 返 

事が 来たので ある。 —— 

手紙の 奴 を 一 一本の 指に つまみ あげて フ ラフ ラフラ ッ 

と 机の 前まで 歩いて くると、 まっさきに 身体 全体 ぼん 

やりした。 お次が ゾッと 凍りつ いて 思 はず ブル/ \ ふ 

るへ あがった。 どうして くれやう この 手紙。 どこへ 置 

いても 目ざわり だ。 一目 見る ともう 心臓が ゾッ とく 

る！ で、 よそみ をしながら 机の 上へ 投げ だした。 振 



向いて 後ろ も 見ずに 窓際へ くる、 晚 春の くっきり 澄ん 

だ 朝 空 をみ る、 青い 空！ ァァ 畜生！ どうも 腰骨が 

あしおと 

ガタ/ \ する！ 跫音を 殺しながら 又 フラ/ \ と 机の 

ところへ 戻って きて、 机の 周囲 を 三 周 四周 五 周 六 周- 

七 へん 廻って なんとかと いふ あの あたりで、 これ だ！ 

とい ふ 思 ひっきが とびだした！ さう だ、 かう しちや 

ゐられ ない。 上着 を かぶる 帽子 をき る 慌てるな 窓掛を 

おろせ。 机の 方 はふり むくな 例の 奴に は 目 を くれるな 

鍵 をお ろせ 外へ とびだせ。 忽ち 外へ とびだして ホッと 

しながら 空 を 仰いだ。 青空 だ！ 

一 直線に 公園の 中へ とびこむ と 風 を 切って ダン/^ 



雪国の 春な ら で 見ら れ ない 輝 やきみ ちた 青空。 雪原 も 

かがやき、 山 も かがやき、 中空 も かがやき、 大空の 奥 

ふかく 又 輝 やける 透明が 跳ね 光り 降り、 なべて ひたす 

ら 光らう とのみ する やうです。 長い 陰鬱な 雪空に おし 

つぶされて ゐた 村人 は、 この 青空の 訪れ をみ ると 全て 

の 用 を なげうって 広い 雪原へ 走りで ずに ゐられ なくな 

ります。 彼等 は 口々 に 声 かぎりの 叫び を 放ちながら、 

青空 を さして 腕 を 高ら かに ふりあげ、 か > やきみ ちた 

雪原 を 右往左往に かけめぐる のです。 光りに 向って ひ 

ら かれた 甘美な さて 又 狂 燥に みちた 官能の 唄 声、 それ 

は 嗚呼 ひとり 里人の みに 限られた ものではありません。 
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